



は，2000 年には，イギリスの 10 ポンド紙幣のモデルとなっている。2002 年
に BBC の後援によって行われたイギリスの調査「もっとも偉大なイギリス人」
の 4 位（1）に選ばれている。ダーウィンが 50 歳の時（1859 年）に進化論につい
てまとめた『種の起源』を発表したが，その時，喧々諤々の論争が巻き起こっ
たのが嘘のような人気ぶりである。
　ダーウィンは，1809 年 2 月 12 日（2）にバーミンガムの西北西にあるシュルー
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ムにようやく辿り着き，入線した列車に乗り込んだら，11 時 46 分発の急行列
車だった。15 分ほどで目的の駅チェルスフィールド（Chelsfield）の一つ手前
の駅に着いた。Orpington である。駅員さんに「隣の駅に行きたいのだが」と









































































































動家であったエバースレイ卿（Lord Eversley）である。彼は 1865 年に設立し




















































































さめていた。夫妻は 4 人の娘と 2 人の息子に恵まれた。チャールズ・ロバート・




























































　　 　「私はまた，エディンバラで病院の手術教室に 2 回出席し，2 つのずい
ぶんひどい手術を見たことがあった。その 1 つは子どもの手術だったが，
私はどちらの場合も手術が終わらないうちに早々に逃げ出してしまった。






















































かどうか心配していたが，猛勉強のかいがあって，1831 年 1 月の卒業試験では，
178 人中 10 位というきわめて優秀な成績（34）だった。
　3. 5　ビーグル号での航海





























































　叔父の一家が住むメアは，シュルーズベリーからわずか 20 マイル（約 32 キ
ロ）の道のりで，シュロプシャーの中心にあった。ウェッジウッド家のみんな
は，彼が航海に行くことに賛成してくれていたのだ。そこでダーウィンは，父
































































「はしがき」に，また『ビーグル号の航海における動物学』（Zoology of the 
Beagle）にも記しておいてある。」（『ビーグル号航海記』）（47）
　ビーグル号は，予定より 2 年遅く，5 年間の世界一周の航海を終えて，1836



















に求婚した。1839 年 1 月に結婚。似合いのカップルで，エマは朗らかで愛情
深く，あれこれ夫の世話をやくのを楽しんだ（49）。ジョザイア・ウェッジウッ

















































は，航海から戻って 3 年目の 1839 年のことであるが，地質学についての一連







































ながら，1896 年 88 歳で亡くなると，おそらく彼女の希望だと思うが，ダウン
村のセント・メアリ教会に埋葬されている（了）




　（ 1 ）　 1 位はチャーチル，2 位エンジニアのブルネル，3 位ダイアナ妃，5 位シェーク
スピア，6 位ニュートン，7 位エリザベス 1 世，8 位ジョン・レノン，9 位ネル
ソン提督，10 位クロムウェル。
　（ 2 ）　 同年同月日生まれの有名人として，アメリカの大統領のリンカーン（Abraham 
Lincoln， 1865 年 4 月 15 日暗殺）がいる。
　（ 3 ）　 Down というのは，up,down（上，下）の「下」という意味ではなく，古英語
の「丘」に由来している。ロンドン近くの石灰岩層には，North Down と South 
Down があり，ダーウィンが住んでいた村 Downe は，ロンドン南部に広がる






　（ 4 ）　 ガラパゴス諸島は，1535 年にスペイン人のパナマ司教フレイ・トマス・デ・ベ
ルランガがパナマからペルーに向かう際に，凪によって船が航路を外れたこと
で偶然に発見された。エクアドルとは，スペイン語の赤道（the equator）の意
味。およそ 300 年後の 1832 年にエクアドルが領有を宣言し，入植を開始した。
その 3 年後の 1835 年にビーグル号が，この島にやって来たのである。
　（ 5 ）　 ダーウィン『ビーグル号航海記　下』（島地威雄訳，岩波文庫（岩波書店），
1961 年），12 頁。
　（ 6 ）　同書，12 頁。
　（ 7 ）　 ダーウィンもそのことに触れている。「森には野生のぶたや，やぎが多いが，
主要な動物性の食糧はかめによって供給されていた。かめの数はもちろん，こ
の島では非常に少なくなった。」（『ビーグル号航海記　下』，同頁。）
　（ 8 ）　『ビーグル号航海記　下』，前掲書，11 頁。
　（ 9 ）　 ガラパゴスという名は，スペイン語で馬の鞍を意味する galápago からきている。
ゾウガメの甲羅が馬の鞍に似ているからである。
　（10）　 スペイン語で「征服者」を意味し，とくに 15 世紀から 17 世紀にかけてのスペ
インのアメリカ大陸征服者のこと。
　（11）　 イギリスの世界覇権は，オランダに対しては 17 世紀後半に 3 次にわたる英蘭
戦争を戦って勝利し，フランスに対しては 17 世紀後半から 19 世紀初めにかけ








1959 年），19 － 20 頁。
　（13）　 finchley　という語の初出は，finchelee-leya （c.1208） であり，その語義は，’the 





　（14）　 “In England and Wales a public footpath is a path on which the public have a legally 
protected right to travel on foot. Public footpaths often form a dense network 
of short paths, offering a choice of routes to many different destinations. It is 











想家である。1515 年からイングランド王ヘンリー 8 世に仕え，1529 年，官僚
で最高位の大法官に就任した。ヘンリー 8 世が離婚問題からローマ教皇クレメ
ンス 7 世と反目すると，大法官を辞任。ヘンリー 8 世の側近トマス・クロムウェ
ルが主導した 1534 年の，国王をイングランド国教会の長とする国王至上法に
カトリック信徒の立場から反対した。このことにより査問委員会にかけられ反
逆罪とされ，1535 年 7 月 6 日に斬首刑に処された。
　（17）　 トマス・モア『ユートピア』（澤田昭夫訳，中央公論社，1993 年），74 ～ 75 頁。









　（18）　 George Shaw-Lefevre Eversley, Commons, Forests and Footpaths: The Story of the 
Battle during the Last Forty-five Years for Public Right over Commons, Forests and 
Footpaths of England and Wales（London: Cassell and Company, 1910, rep. by 
Kessinger Publishing）.





























電車で 1 時間の距離，バーミンガムの西北西，約 100km に位置している。観
光都市として知られ，11 世紀に作られたシュルーズベリー城があり，残存す
る都市城壁内には，15 ～ 16 世紀の木造家屋やステンド･グラスで知られるセ
ント･メアリ教会など歴史的建築物が多い。『修道士カドフェル』で有名な僧院
（Abbey），そしてダーウィンの生家は，城壁の外にある。また，18 世紀にセヴァ





















































　（43）　 母スザンナの弟（1769-1843），父ロバートより 3 歳下の叔父さんであり，後に
結婚することになる従姉妹のエマの父親。
　（44）　 フランシス・ダーウィン「ノート 2　航海にたいするロバートの反対とその克
服」，『ダーウィン自伝』，311 － 12 頁。
　（45）　同書，312 － 13 頁。
　（46）　同書，84 頁。
　（47）　『ビーグル号航海記　上』，14 頁
　（48）　 ダーウィンの住んでいたUpper Gower Street 12 は，今は，ロンドン大学ユニバー




プレートによれば，1838 年から 1842 年まで住んでいた。
　（49）　 ビーグル号の航海で胃腸の病気に罹り，それがダーウィンを生涯苦しめた。ヴィ
クトリア時代の著名人の中で一番病弱だったそうだ。





　（51）　 ダウン・ハウスでもらったパンフレットによれば，現存する手紙は 14,500 通
であり，それ以上の手紙をもらい書いたと推測されている。40 年で割ると年間














1809 年　2 月 12 日　イングランドのシュルーズベリーで誕生。
1817 年　7 月　8 歳　 母親スザンナ（Susannah Darwin,1764-1817），シュルーズベリーの
ザ・マウントで逝去（53 歳）。
1818 － 25 年　シュルーズベリー校の寄宿生となる。
1825 － 27 年　16 歳～ 18 歳スコットランドのエディンバラ大学で医学を学ぶ。
1828 － 31 年　19 歳～ 22 歳　イングランドのケンブリッジ大学で神学を学ぶ。
1831 － 36 年　22 歳～ 27 歳　測量船ビーグル号で世界一周の航海をする。






1839 年　30 歳　 1 月エマ・ウェッジウッドと結婚。12 月　長男ウィリアム誕生。『ビー
グル号航海記』出版。
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2013 年 11 月 3 日の楓門祭の政経学部企画の帰朝報告会で報告したが，その時のレジュ
メから写真や図などを省いて再構成したものである。
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